








１ 保健体育科教諭と養護教諭が

チームティーチングで実施

２ 文部科学省スライド教材使用

３ グループワーク(ファシリテーション) 
４ 江南区健康福祉課との連携 

５ 将来について考え，実生活につなげる。

６ 命の大切さ，支え合いの精神を学ぶ。

【成果と課題】

１ がんに関する知識理解が深まり，認識の変化がみられた。

２ 生徒から家族へのがん予防啓発につながった。        

３ がん患者への共感的理解を深め，支え合いや命の大切さについて理解することができた。

４ 指導時間の確保，教材・資料の工夫，配慮すべき対象者へのフォローについて検討が

必要である。

★がん教育講演会

フリーアナウンサー 伊勢みずほ 氏
集中してがんについて考え，話し合っています。

引き込まれる

話に感動！！

★保健体育科での実践

グループワークでポイントをまとめました。

生徒のアンケート結果 より

・がんの学習は，健康な生活を送るために役立つ。

事前 87.3％ → 事後 100％
・早期発見した方が治りやすい。

事前 87.3％ → 事後 100% 
・がんになっている人が過ごしやすい世の中にしたい。

事前 82.1％ → 事後 90.9% 




